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元系分子が，室温で 400 ミリ秒，低温で 3秒を超える非常に長寿命な電荷分離状態を
示すことを見いだした．ポリマーマトリクス中において電荷分離状態の寿命を制御して
いるさまざまな因子について考察し，ポリマーの誘電率の周波数依存性が電荷再結
合速度に影響を与えていることを示した． 
第５章の「総括」ではこれらの結果をまとめ，本研究の発展的な展望について述べ
た． 
